






















































































































































る。追方の晩年にあたる 2004 年～ 2009 年の出来事の中で、作品に絡
めていくものの候補になったのは中越地震や裁判員制度などいくつか
あった。これらの出来事の中から、追方氏がヘビースモーカーであり
肺がん患者であったこととのつながりから、「たばこ」に関する作品・
「たばこ」を使った作品を考えた。
そして、このインスタレーションのテーマを「人権」にしたことにも、
追方が喫煙者であったという設定は重要だった。タクシーの車内が禁
煙になることで、たばこを吸わない人が快適に過ごす権利は守られる
が、喫煙者の権利は侵される。このように、「誰かを守る人権が誰か
を傷つけることがある」、「片側から見ただけではその本質はわからな
い」ということを来場者に考えてもらうためのきっかけとして、たば
こを例に出すことで理解してもらいやすくなったと考えている。
以上のような作品を展示し、学会当日は思った以上にたくさんの方
にお越しいただいた。回顧展の最後に映像作品という形で観ていただ
いた種明かしまで多くの方に追方夏生は実在の人物であると信じられ
ていたのではないだろうか。架空のアーティストによる嘘の展覧会で
はあったけれど、その空間には追方は確かに実在していた。我々が追
方を通して伝えたかったことが来場者に少しでも伝わっていたのなら
幸いである。
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